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進捗

進捗
1 タイトル・方針仮決定
2 GMDHの勉強
3 経済モデルについての勉強 (途中) 　　　　　　　　　
4 変数についての調べもの
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進捗

タイトルについて
経済情報の波及メカニズムの分析による確率的グラフィカルモデル
を適用した予測 (仮)

方針について
FXに影響を及ぼすとされている変数がそれぞれ確率のもとに動い
ているとし, 確率的グラフィカルモデルを作成.
それから何らかのアプローチ (GMDH?RF6?)で分析を行い, 為替な
ど金融情報の変動を予測するというもの.
詳しいことは未定
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波及メカニズム

波及メカニズム

図 1: 実行結果図 2は非循環モデルであるが, 実際に作成したメカニズムでは循環
している部分もあり, これについても考える必要がある. (ベイジア
ンネットワーク? マルコフモデル? あるいはそれ以外)
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波及メカニズムと確率的グラフィカルモデル

波及メカニズムと確率的グラフィカルモデル

図 2: 経済メカニズム 図 3: 確率グラフィカルモデル
の例
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波及メカニズムと確率的グラフィカルモデル

予測手法について

図 4: モデル
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変数とデータについて

変数
・ネット上からデータを拾ってくることができる変数のみをまとめ
てみたところ, 図 4のようになった.
・前回の研究報告時点では約 120個の変数があったが現在は約 30個
(ほとんどが e-stat, )ほど.
・だいたいが csvファイルでのデータではあったがいくつかはスク
レイピングが必要なものがあった.
・また csv形式のものでも内容がまったく違うものがほとんど.

図 5: コールレート情報 図 6: 個人支出情報
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数値実験

数津実験について
GMDHの数値実験を行った (途中).
数値実験には gmdh(モジュール)を用いた.
実験に用いたデータは a1～a15を入力変数として yを求めるデータ.
ここで a1～a5 が yに影響を与える変数であり, 残りはまったく意味
のない変数.

図 7: 実験用データ
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プログラミング

プログラムについて
同定値と階層, 誤差, 同定式を出すことができた.

結果

図 8: 実行結果

図 9: 実行結果
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同定式

同定式

図 10: プログラムによって導出された同定式

実
際の yを求める数式は

y = 2− 3x1
1.5x2

2x3
1.5 + x2

0.5x3
0.5x4

1.5x5
1.5 (1)

GMDHでは指数部が整数の値しかとらないので, 式が大きく異なる
のは仕方がない.
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まとめ

まとめ
GMDHのプログラミング, 数値実験を行った.

今後やること
主にモデル構築, それをどう確率的にとらえるのかを考える.
プログラミングに関しては一段落ついたのでこれを実際に使ってみ
てどこまでできるのかを確かめる.
確率モデル関係の論文を読み, そっちについての実装も行う.
比較対象を探し, 中間発表のポスター作成
数値実験の続き (モデル生成まで可能にする)
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